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３番 菊池 孝広 議員の御質問にお答えします。 

 

はじめに、廃校舎の活用について申し上げます。 

少子化や人口減少が進む中で、廃校舎を地域資源とし

て生かすことは、重要な課題であると認識しております。

地域の歴史や思い出が詰まった校舎が、賑わいの場や雇

用の拠点として再生する可能性を秘めているというお考

えに、私も全く同感であります。 

しかしながら、その活用にあたっては、費用対効果や事

業としての持続可能性を考える必要がございます。特に、

地域住民が主体的に運営・管理できる仕組みを構築でき

るかどうかが、極めて重要な鍵となります。補助事業を活

用する場合であっても、ランニングコストも含め、その地

域の主体性という視点は欠かせません。 

いずれにいたしましても、町といたしましては、廃校舎

を含めた地域のあらゆる資源を活用し、持続可能な形で

賑わいを創出していけるよう、民間の力を使うことも考

えながら、地域住民の皆様とも意見交換をし、前向きに研

究してまいります。 

 

次に、ぴーちゃんねっとの電話の運用についてお答え

いたします。 

ぴーちゃんねっとは、行政・防災情報の受信や無料通話

といった機能により、特に独居高齢者の方々の見守りな
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どに活用されてきたと認識しております。 

一方で、導入から 12年以上が経過し、端末の製造終了

や保守期間の満了など、システムの維持自体が困難にな

っております。 

こうした状況を踏まえ、町では後継の主要な情報伝達

ツールとして、LINE の活用を進めているところでありま

す。円滑な移行を図るため、昨年 10月の広報紙から周知

を開始し、毎月の連載などを通じて丁寧な移行に努めて

おります。 

その結果かと思いますが、町公式 LINEの登録者数は５

月末時点で約 2,200 人に達し、ぴーちゃんねっとの機器

の返却も約 1,300 台進むなど、移行は着実に進んでおり

ます。また、既に約 1,300 世帯とはぴーちゃんねっと同

士での無料通話はできない状況となっており、今後も廃

止までの期間で増えていくものと思います。 

しかしながら、議員ご懸念のとおり、LINE への移行に

伴う課題も認識しております。特に、スマートフォンの操

作が困難な高齢者の方々への支援は不可欠です。広報紙

での設定方法の紹介や、スマホ教室の開催といったきめ

細かな対応は、引き続き行ってまいります。 

さらに、スマートフォンをお持ちでない方への対応策

につきましては、現在、複数の事業者から提案を受け、検

討している段階です。本年度中には具体的な方針として

皆様にお示しできるよう鋭意検討を進めておりますので
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ご理解願います。 

 

次に、水道施設組合への支援についてであります。 

町内には 24の水道施設の組合があり、それぞれの組合

が、町水道の未普及地域において生活基盤を支えておら

れます。しかしながら、人口減少や高齢化により、その維

持管理は年々困難になっていることは認識しており、

日々の管理にご苦労されていることも理解しております。 

町といたしましては、これまでも施設の建設支援や平

成 28 年台風第 10 号豪雨災害など、その後の災害時にお

いても復旧支援を行ってまいりました。昨年度は、渇水時

に給水スポットを設けるといった対応も実施したところ

です。 

今後は、こうした対応に加え、改めて各組合の運営状況

やニーズを詳細に把握し、実情に即した支援のあり方を

研究してまいります。皆様の生活に不可欠なインフラを

守るため、各組合それぞれの状況を踏まえた対応を考え

てまいります。 

 

以上で答弁を終わります。 

 

 

 


